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●点 鐘 
●ロータリーソング  
         それでこそロータリー 
●高山中央ロータリークラブ職業倫理基準 
●ビジター・ゲストの紹介 
●会長の時間       会長 中田 学 
こんにちは！ 

会長の時間です。 

先週の１９日は、ポ

リオ募金、変則的な

移動例会ということ

になりましたが、ご

協力ありがとうござ

いました。 

前日が雪となりまし

て、大変心配しましたが、最近の天気予報は本当に

正確なのでそれを信じていましたが、その通りに素

晴らしいお天気になりました。本年度は、雫宮祭り

の会場で、高山３クラブ合同でのポリオの募金活動

をさせていただきました。 

祭りの運営サイドの皆様に、たいへんご配慮いただ

いて正面の入り口にブースを設けることができま

した。３クラブ合同で募金活動をするというのは、

おそらく初めての事だと思いますが、流石にインパ

クトがあり、実現することができて良かったです。 

雫宮祭りは、今年で２０周年ということで、思い返

せば、私がＪＣの直前理事長のときに、第一回を開

催しました。当時、どうしても観光客が少なくなっ

てしまう冬の時期に、何か人出が多くなるようなイ

ベントをやろうじゃないかということで、ＪＣメン

バーで、夜、何度も会議を重ね、田んぼで米を作っ

て、それで新酒を作って、酒樽を神輿にしてそれこ

そ若いエネルギーとその勢いで実施しました。 

その後、たくさんの皆さんにご協力いただき、どん

どん輪が広がり、皆さんのお祭りとなっていき、先

日のように大いに盛り上がっている状況を見させ

ていただくと、グッとくるものがありました。 

ポリオ募金ですが、昨年は、結構大胆にも、高山祭

の時に、事務所前で実施しましたが、コロナ禍で人

出が少し寂しかったように記憶していますが、今年

は、コロナ禍からも脱し、天気も良く、人出も多く、

雫宮祭りは、大変盛り上がっていて、そんなタイミ

ングで、ポリオの募金活動をさせていただいて、あ

りがたかったです。繰り返しになりますが、あらた

めて皆様のご理解とご協力に感謝いたします。そし

て、都竹実行委員長、たいへんお疲れ様でした。 

さて、本日の例会は、会長エレクトの時間というこ

とで、岩本会長エレクトにご担当いただきます。 

昨日は、多治見で「会長エレクト研修セミナー」を

受講されてこられたとお伺いしております。 

セミナーでは、沢山の情報をいただきます。時間の

無い中、いただいた情報の整理、大変だったと思い

ますが、次期に向けてのお考えをしっかりとお伺い

したいと思いますので、どうぞよろしくお願いしま

す。 

最後になりますが、高山市内、コロナ、随分落ち着

きを見せてきました。気候も良くなってきましたが、

今朝などもまだまだ寒かったりします。 

季節の変わり目ですし、また、３月、年度末という

ことで、いろいろと環境が変わる時期でもあります

ので、体調管理にお努めいただくことをお願いして

会長の時間とします。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

◆会長  中田 学   ◆幹事  二木 公太郎   ◆会報委員長 西 美紀  ◆会報担当 西 美紀 

 

 会員数 出席会員 出席数 Make-up 出席率 

本日 

1318 回 

56 名 56 名 40 名 ----- 71.43％ 

前々回 

1316 回 
56 名 56 名 44 名 2 名 82.14％ 
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●幹事報告   幹事    二木 公太郎 

◎ＲＩ本部より 

  ・ザ・ロータリアン

誌  

○ロータリー米山記念奨

学会より 

  ・ハイライトよねや

ま 276 

○高山西ロータリークラ

ブより 

  ・例会変更のお知らせ 

   3 月 24日（金）・3月 31 日（金）・4月 14 日

（金）定款により休会 

＜高山市教育研究所より＞ 

  ・令和 4年度「でまえ講座」報告書 

＜会報＞ 

  ・下呂ＲＣ 

●出席/プログラム委員会  
          委員長 小出 貴博 
本日は「会長エレクトの

時間」として、次期会長

の岩本さんにお願いし

ます。 

 

 

 

 

 

 

●会長エレクトの時間  
会長エレクト        岩本 正樹 
皆さんこんにち

は、会長エレクト

の岩本です。副会

長、エレクトと非

常に楽をさせて頂

いてのんびりして

いたのですが最近

にわかに忙しくな

ってまいりまし

た。今日は会長エ

レクトの時間とい

う事でお話をさせて頂きますが、皆様もご存知のと

おり口下手でございますので、上手く伝わるか大変

不安ですがご容赦ください。 

今日は最初に必須事項の昨日行って参りましたＰ

ＥＴＳの報告を致します。その後に私の自己紹介、

生い立ちなどの話をさせて頂き、最後に次年度に向

けた私の思いを述べさせて頂きます。どうぞ宜しく

お願い致します。 

まずはＰＥＴＳの報告ですが、なにぶん昨日の今日

ですので頭の整理が出来ておらず混乱しておりま

すが、順番に報告させていただきます。新しく入ら

れた方もみえますのでＰＥＴＳというのは“会長エ

レクト研修セミナー”の事で、この研修に出席しな

いと次期会長の資格が得られないとの事で、2630地

区のほとんどの会長エレクトが参加されていて、研

修内容も量も大変ハードな 1日缶詰め状態の研修で

した。 

最初に次期ＲＩ会長の紹介、テーマなどを紹介させ

て頂きます。皆さんのお手元にも配布しましたが、

お名前はゴードンＲ.マッキナリーさん、イギリス、

スコットランドのサウス・クイーンズフェリーＲＣ

に所属されております。1957年生まれ、職業は歯医

者さんだそうです。経歴はグレートブリテンおよび

アイルランドの国際ロータリー(RIBI)の会長、ＲＩ

の理事、委員会メンバーなどを務められました。発

展途上国や紛争地の人道支援を積極的に進めてお

られます。ここ近年の世界はコロナ、ウクライナの

戦争、トルコの地震などで世界全体が特に発展途上

国が疲弊し立ち直りが難しい中で、少しでも世の中

に貢献しようとの思いで、2023-2024 年度のテーマ

を「世界に希望を生み出そう」にされました。ここ

では来年度のＲＩのビジョン声明を紹介させて頂

きます。「私たちは、世界で、地域社会で、そして自

分自身の中で、持続可能な良い社会を生むために、

人々が手を取り合って行動する世界をめざしてい

ます」この声明の意味はロータリアン同士が協力し

あって少しでも世の中に貢献しようよという事で

しょうか。 

次に次期 2630 地区ガバナーの紹介、地区方針の紹

介をさせて頂きます。お名前は篠原一行さん、多治

見リバーサイドＲＣの所属でございます。職業は

（株）篠原の代表取締役で美濃焼の製造販売業をさ

れておられます。2 年続けて岐阜県のガバナー排出

となりますが、これは極めて異例な事であります。

次年度の地区方針はＲＩ会長のテーマを受けて「奉

仕の心を未来へつなげよう」です。私の印象では篠

原エレクトも日本のロータリアンらしい、職業奉仕

を大事に考え、四つのテスト・ロータリーの目的、

例会を重視し、ロータリーの二つの公式標語「超我

の奉仕」「最もよく奉仕する者、最も多く報われる」

を実践される何か少し安心感のあるエレクトに感

じました。続いてもう一人、次期濃飛グループガバ

ナー補佐の紹介をさせて頂きます。お名前は山田彰

さん、美濃加茂ロータリークラブ所属であります。

職業は（財）岐阜県健康管理センターの理事長を務

めてみえるそうです。山田ＡＧには年間 4回来高し

て頂きガバナーの思いなどを伝えて頂きます。 

あと来季の重要な変更事項等としては新クラブ推

進小委員会というのが新しく作られました。これを

説明しかけると長くなりますので省略しますが、会
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員の維持増強の一環で作られました。それと来季の

地区大会は 11 月 17 日 18 日ですが皆様にお手間を

お掛けするのは 18 日土曜日の 1 日だけでございま

す。場所は多治見のバロー文化ホールです。もう一

つ、ＩＭは 10月 14日の土曜日本年度と同じ美濃加

茂シティホテルで開催されます。沢山の方々の登録

参加をよろしくお願いいたします。この辺で昨日の

ＰＥＴＳの報告は以上とさせて頂きます。 

それでは次に私の自己紹介や生い立ちのお話させ

て頂きます。私は昭和35年 3月21日生まれの鼠年、

牡羊座でついこのあいだ 63 歳になりました。この

クラブでいうと丁度平均年齢の年だと聞いており

ます。職業は測量業と土木、建築の設計コンサルタ

ントを営んでおります。折角ですので私の生い立ち

を商売の視点で少しお話をさせて頂きます。私は父

親が濃飛バスの運転手をするごく普通のサラリー

マン家庭で育ちました。ですが、その父親がといい

ますか、両親が少しイレギュラーした親でして、そ

んなにど貧乏な訳でも無かったのですが朝早くか

ら、夜遅くまで休み無しでずっと働き続けている親

でした。本業の運転手で空いた時間がありますと、

すぐに山へ行ってわらびやゼンマイ、ふきやタケノ

コなどの山菜を採ってきて夜なべをして綺麗に整

え、洲さきや万代に卸しておりました。卸先にも恵

まれたせいか結構儲かりまして調子の良い年だと

濃飛バスの年収近く稼いだ年もあったと聞いてま

す。という事で当然の成り行きですが、私も物心つ

いた時には山に一緒に行って山菜を採っておりま

した。わらびやフキを採ってきて夜なべでフキの皮

をむいてました。ここで多分私の性質を決定付けた

と思いますが、父がしたたかやったなと思えるのは、

私の収穫した分を“これはお前の取分やでな”と言

ってちゃんと近くの郵便局に貯金をしてくれまし

た。その事が大変嬉しくて小学校に上がって数字が

分かるようになる頃には貯金通帳みてニヤニヤし

ている自分がおりました。お金を貯めるの楽しいな、

大きくなったら社長さんになって沢山お金を稼ぎ

たいなと空想している子供でした。それから先、高

校卒業までずっと勉強もせずに山菜採りとアルバ

イトばかりしている子供時代でした。そんな子供時

代だったのでそんなに成績も良くなく入れた高校

は高原龍士君も同じですが斐太農林の農業土木科、

当時の土木科はヤクザの養成所みたいなクラスで、

私も御多分に漏れず随分悪さをしてまわり、周囲に

沢山迷惑をお掛けしてしまいました。ただそんな状

況でもアルバイトはずっと続けていたせいか仕事

に対する姿勢や厳しさを子供のうちに叩き込まれ

て変な道に進まなかったのは幸運な事でした。高校

を卒業して私は財団法人岐阜県建設技術センター

という岐阜県の外郭団体に就職しました。その職場

は土木の測量設計の他、土木工事費の積算業務も主

な仕事で、ここで私は建設業におけるお金の流れを

理解することになります。知って見える方もいるか

と思いますが、建設業の工事費の構成は直接工事費

とあと共通仮設費、現場管理費、一般管理費の諸経

費で構成されていますが、上手に工事をすれば当時

は直接工事費の金額で工事を仕上げることが出来

ました。ですからほぼほぼ諸経費分は丸儲けな訳で

す。私の関わっている測量設計委託費もまたしかり

です。二十歳そこそこの私は「こりゃあなんて美味

しい業界や、どうりで世の中の土建屋の社長さんは

贅沢な暮らしをしとる訳や、俺も会社の経営者にな

りたい」という思いでいっぱいになりました。ここ

で子供の頃から思い続けてきた自分の商売の種を

見つけたわけです。それから十数年ほんとに真面目

に技術の習得に努め起業のチャンスを伺い続けま

した。そして 34 歳の時に仲間と斐太プランニング

を立ち上げる事ができました。途中民主党政権の時

などは、冷飯を食わされた時期もあり、一緒に会社

を立上げた人は去って行きましたが、その代わりに

建築士の仲間が合流してくれて今年で起業して 30

年を迎えることが出来ました。最近ようやくそこそ

この測量設計事務所に出来たかなと自負している

ところです。これが私の仕事に関するヒストリーで

すが、ここまで来るのに決して自分一人の力だけで

これた訳ではありません。その時々に色々な人達に

お世話になり、助けて頂いて何とかやってこられま

した。 

ここからは私の会長年度に対する思いを話させて

頂きます。私はマッカさんと三枝さんの紹介でロー

タリーに入れて頂いて今年で 18年目になりますが、

入会した当時の私の頭の中は 100％お金儲けしかな

くて、入った動機も「少しは仕事にありつけるんじ

ゃないの」などという全く不純な動機でした。案の

定、2,3 年もすると、仕事の忙しさに負けてだんだ

ん例会に出席するのが億劫になっていきました。し

かしそんな時に剱田さんや島さんを始めとする先

輩方が、様々な親睦を通じてロータリー活動の意義

や面白さを私に享受してくださいました。そのお陰

で徐々に前向きな気持ちで例会も出席できるよう

になり、何より知合った人の考えを理解しようと思

う気持ちが私のようなものでも持てるようになり

ました。この様な経験を通じて私は、ロータリー活

動は会員同士の親睦から生まれる信頼の上に成立

っていると確信しております。会員同士の信頼性が

無ければ、ロータリー活動も希薄で形骸化されたも

のになり、いずれクラブそのものも衰退してしまう

と思うのです。ですから私の年度は親睦を前面に打

ち出し活動していこうと考えております。ここ数年

コロナにより親睦活動が減少しておりましたが、来

年度はコロナ前に一度完全に戻して活動するつも

りでいます。まぁ、もっとも私にロータリー本文の

奉仕活動の方を期待される方はほとんどみえない

と思いますので、その辺は長瀬栄二郎さんに幹事と
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して助けて頂いて、理事役員の方々にも明日の中央

クラブを担っていかれる方にお願いしております

ので、私の足りない部分をバックアップして頂き、

なんとか運営していきたいと思っておりますので

どうか宜しくお願い致します。 

最後になりますが、最近、二木さんたちの働きでこ

のクラブには若い会員が何人も入会してくれてお

ります。本当にありがたい事と思います。これは決

して当たり前の事ではありません。身近なクラブで

は会員増強に本当に苦労していると聞いておりま

す。そこで先輩方にお願いがあります。若い会員の

方々にいっぱいお金を使ってあげて親睦の輪を広

げてください。若い人との交わりは会員維持増強の

面で本当に大事な事だと思うのです。お金は沢山あ

っても持って死ねません。私に教えてくれたように

色んなロータリーの楽しさを教えてあげてくださ

い。どうか宜しくお願い致します。 

という事で私の話を終わらせて頂きます。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3/19の日曜日 雫宮祭でのポリオ根絶募金に 

 は多数のご協力を頂きありがとうございまし 

 た。感謝を込めてニコニコへ。 植木 眞吾 

 

 先週インフルエンザでポリオ募金に参加でき 

 ずすみません。その分ニコニコへ。 

                小出 貴博 

 

 先日は、妻の誕生日に素敵な花をお贈り頂きあ 

 りがとうございました。     大原 誠 

 

 桜の花が咲く春、一年で一番楽しくなる時期で 

 す。健康に感謝してニコニコへ。足立 常孝 

 

 3/18から 2泊 3日で 33年ぶりにディズニー 

 ランドに行って来ました。孫 3人連れ家族 7人 

 で大変でしたが楽しい時間でした。 

 娘夫婦の孫 2人にも会え、都会は若者でいっぱ 

 い、気持ちはハイになりまた行きたくなりまし 

 た。              平林 英一 

 

 土曜日曜と娘夫婦が孫を連れ一晩泊りで高山 

 へ来てくれました。家内共々とても幸せな 2日 

 間でした。           岩垣津 亘 

 

 第 20回雫宮祭、快晴の中無事終えることが出 

 来ました。これも一重に皆様方のご支援ご声援 

 の賜物と感謝申し上げます。ありがとうござい 

 ました。            都竹 太志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコニコ BOX＞ 


